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・
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Ｏ

現
代
博
物
館
考

伊
藤
寿
朗

一
―
博
物
館
の
大
衆
化

二
Ｉ
第
三
世
代
の
博
物
館
像

三
－
地
域
博
物
館
論

四
－
消
費
社
会
の
博
物
館

五
－
博
物
館
運
営
の
問
題
－
学
芸
活
動
の
制
度
的
保
障

　
博
物
館
の
歴
史
は
古
い
ヽ
。
近
代
日
本
の
社
会
に
。
博

物
館
″
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し
て
、
す
で

に
一
世
紀
以
上
と
な
る
。

　
し
か
し
博
物
館
が
、
近
代
社
会
に
お
け
る
公
共
的
価

値
を
も
つ
、
社
会
的
な
機
関
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の

は
、
一
九
五
一
年
の
博
物
館
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
博

物
館
は
、
他
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
固
有
の
目

的
と
機
能
を
も
つ
機
関
で
あ
る
こ
と
が
、
社
会
的
に
成

立
し
て
三
五
年
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
三
五
年
間
は
、
特
別
の
意
味
を
含
ん
で

い
る
。
日
本
の
博
物
館
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
は
一
九

六
〇
年
代
末
を
ほ
ぼ
境
と
し
て
、
近
代
博
物
館
と
し
て

の
社
会
的
成
立
か
ら
、
現
代
博
物
館
へ
の
質
的
転
換
を

遂
げ
て
い
く
と
い
う
、
激
変
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
概
要
は
別
と
し
て
（
拙
稿
「
日
本
博
物
館
発
達

史
」
伊
藤
・
森
田
編
著
『
博
物
館
概
論
』
学
苑
社
一
九

七
八
年
）
、
本
稿
で
は
、
七
〇
年
代
以
降
の
博
物
館
を

め
ぐ
る
、
新
し
い
課
題
と
、
そ
の
考
え
方
の
軸
に
つ
い

て
提
起
ナ
る
。

一
―
博
物
館
の
大
衆
化

　
。
博
物
館
”
と
い
う
と
、
日
本
で
は
い
ま
だ
に
「
古

代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
り
、
以
来
そ
の
国
の
文
化
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
…
…
」
と
い
う
類
の
大
時
代
が
か
っ
た
陳

腐
な
発
想
が
あ
る
。

　
し
か
し
欧
米
の
研
究
書
は
、
博
物
館
の
出
発
を
、
近

代
の
市
民
革
命
期
と
し
、
そ
の
前
史
と
基
本
的
な
区
別

を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
資
料
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
が
万
人

に
平
等
に
公
開
さ
れ
、
開
放
さ
れ
る
と
い
う
条
件
を
、

博
物
館
成
立
の
基
準
と
し
て
い
る
。

　
博
物
館
は
、
「
自
由
な
個
人
の
契
約
に
よ
る
、
合
理

的
な
社
会
」
を
理
念
と
す
る
、
近
代
社
会
の
仕
組
み
の

な
か
で
成
立
し
、
そ
の
枠
組
に
即
し
て
発
展
し
て
き
た
。

博
物
館
は
近
代
社
会
の
典
型
的
所
産
で
も
あ
る
。

　
六
〇
年
代
末
以
降
、
博
物
館
数
が
急
激
に
増
加
し
、

そ
の
大
衆
化
が
進
行
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
戦
後
の
社

会
生
活
の
成
熟
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

０
１
博
物
館
ブ
ー
ム

　
”
博
物
館
”
と
い
う
際
、
そ
の
範
囲
は
時
代
に
よ
っ

２
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て
変
化
し
て
お
り
、
対
象
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で

表
１
１
の
条
件
を
設
定
し
、
近
代
日
本
の
博
物
館
開
館

数
を
調
査
す
る
と
、
表
－
２
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

　
明
治
維
新
直
後
の
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
七
七
年
ま

で
、
ナ
で
に
廃
館
し
た
も
の
も
含
め
て
、
一
〇
七
年
間

に
開
館
し
た
博
物
館
は
三
、
二
八
九
館
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
二
、
五
三
八
館
（
七
七
・
二
％
）
は
戦

後
の
開
館
で
あ
る
。
戦
後
の
内
訳
を
み
れ
ば
、
六
〇
年

代
後
半
以
降
の
急
激
な
増
加
が
特
徴
的
で
あ
る
。
六
五

～
七
七
年
の
わ
ず
か
一
二
年
間
に
一
六
七
〇
館
（
総
数

の
六
五
・
八
呉
、
年
間
平
均
一
三
九
館
）
も
の
博
物
館

が
開
館
し
て
い
る
。

　
別
の
資
料
（
文
部
省
社
会
教
育
局
『
教
育
的
観
覧
施

設
一
覧
』
文
部
省
一
九
三
九
年
）
で
み
れ
ば
、
戦
前
の

博
物
館
の
ピ
ー
ク
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
の
海

外
植
民
地
を
含
め
た
三
二
〇
館
、
年
間
入
館
者
数
二
、

六
三
六
万
人
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
調
査
時
点
の
一

九
七
七
年
末
現
在
で
は
、
廃
館
、

閉
館
し
た
館
を
除
き
、
表
－
３
の

よ
う
に
、
二
、
五
七
二
館
の
博
物

館
が
人
々
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
七
七
年
以
降
も
、
毎
年
一

五
〇
館
以
上
の
博
物
館
が
開
館
し

て
お
り
、
廃
館
と
な
っ
た
小
数
の

館
を
除
き
、
一
九
八
六
年
三
月
現

在
で
は
四
、
〇
五
七
館
が
記
録
さ

れ
て
い
る
（
丹
青
総
合
研
究
所
『
博

物
館
・
情
報
検
索
事
典
』
丹
青
社

一
九
八
六
年
）
。
さ
ら
に
昭
和
六

十
一
年
度
で
は
、
年
間
二
五
二
館

の
開
館
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
同

上
『
季
刊
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ー
デ
ー

タ
』
一
号
一
九
八
七
年
）
。
日
本
経

済
の
低
成
長
下
、
そ
し
て
「
行
政
改
革
」
と
い
う
な
か

で
も
、
六
〇
年
代
末
以
降
の
博
物
館
ブ
ー
ム
は
い
ま
だ

続
い
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
博
物
館
の
あ
り
方
を
論
じ
る
際
、

そ
の
前
提
が
急
激
に
変
容
し
て
い
る
事
実
に
着
目
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
博
物
館
の
問
題
を

考
え
る
に
は
、
戦
前
と
の
対
比
は
も
と
よ
り
、
戦
後
の

六
〇
年
代
と
の
比
較
す
ら
も
困
難
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
博
物
館
数
の
急
激
な
増
加
の
な
か
で
、
博
物
館
の

あ
り
方
が
、
新
し
い
次
元
で
問
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で

あ
る
。

＠
－
年
間
三
億
人
の
入
館
者

　
博
物
館
数
の
急
激
な
増
加
と
い
う
こ
と
核
そ
れ
を

享
受
す
る
、
人
々
の
利
用
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
「
あ
な
た
の
住
む
町
に
ど
ん
な
公

共
施
設
が
ほ
し
い
で
す
か
」
と
い
う
類
の
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
美
術
館
、
植
物
園
、
資
料
館
な
ど

の
博
物
館
が
必
ず
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

特
徴
的
な
こ
と
は
、
二
、
三
の
例
外
を
除
け
ば
、
道
路

や
学
校
と
異
な
り
、
反
対
意
見
は
皆
無
で
あ
る
。

　
現
在
、
日
本
の
博
物
館
四
、
〇
五
七
館
の
年
間
入
館

者
数
は
、
表
１
４
の
よ
う
に
、
三
億
人
程
を
推
計
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
内
動
物
園
入
園
者
六
、
九
三
三
万

人
）
。
地
理
的
な
偏
在
、
世
代
的
な
偏
在
が
あ
る
に
し

て
も
、
膨
大
な
利
用
状
況
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
日

表－1　博物館と他の機関を区別する条件

昭和戦後開館博物館数表－o　日本の博物館開館数
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表－3　1977年末現存博物館設置者別・種類別内訳
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本
の
全
映
画
館
二
、
一
〇
九
館
の
、
年
間
入
場
者
数
一

億
六
、
〇
七
五
万
人
（
一
九
八
六
年
九
月
現
在
、
全
国

環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
調
査
）
と
比
較
し
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
産
業
領
域
を
形
成
し
え
る
ほ

ど
の
数
で
あ
る
。

　
博
物
館
に
対
す
る
、
人
々
の
利
用
目
的
は
実
に
多
様

で
あ
る
。
そ
れ
は
レ
ジ
ャ
ー
の
場
で
あ
り
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
、
ま
た
学
習
の
場
で
も
あ

る
。
利
用
の
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
固
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
博
物
館
の
あ
り
方
を

考
え
る
に
際
し
、
年
間
三
億
人
程
が
博
物
館
を
利
用
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
深
く
、
そ
し
て
重
い
。

＠
－
博
物
館
の
相
対
化

　
博
物
館
数
の
急
激
な
増
加
、
入
館
者
数
の
飛
躍
的
拡

大
と
い
う
な
か
で
、
人
々
の
も
つ
博
物
館
の
イ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
博
物
館
自
身

も
、
そ
の
対
社
会
的
意
味
、
役
割
と
い
う
も
の
を
変
容

さ
せ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
間
の
変
化
に
つ
い
て
、
同
じ
条
件
で
ほ
ぼ
正
確

な
対
比
が
可
能
と
な
る
一
九
五
七
年
を
例
に
み
て
み
る

と
、
表
１
５
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。
二
九
年
間
で
、

博
物
館
数
は
七
・
六
倍
、
年
間
入
館
者
数
は
六
・
六
倍

で
あ
る
。

　
各
地
に
、
そ
し
て
各
分
野
に
複
数
の
博
物
館
が
生
ま

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
試
み
ら
れ
て

く
る
な
か
で
、
博
物
館
が
あ
る
と
い
う

と
と
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
は
な

く
な
っ
た
。

　
地
域
差
や
分
野
に
よ
る
違
い
は
あ
る

が
、
博
物
館
総
体
の
時
代
的
変
化
を
み

れ
ば
、
表
１
６
の
よ
う
に
、
軸
と
な
る

社
会
的
課
題
は
確
実
に
移
行
し
て
き
て

い
る
。
す
で
に
博
物
館
相
互
間
の
競
合

と
相
対
化
は
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

サ
フ
ァ
リ
式
動
物
園
の
全
国
的
な
衰
退

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
芸
活
動
の
蓄

積
を
欠
い
た
安
易
な
運
営
を
し
て
い
る

館
は
次
々
と
淘
汰
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
博
物
館
と
そ
の
活
動
は
、
人
々
に
と

っ
て
相
対
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
内
容

表－4　博物館入館者数推計

表― 5　博物館数・入館者数の変化
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の
薄
い
館
が
市
民
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
く
の
は
必
然

で
あ
る
。
そ
し
て
、
博
物
館
と
そ
の
活
動
は
、
人
々
の

生
活
の
ど
う
い
う
側
面
で
意
味
を
も
ち
、
ま
た
社
会
的

役
割
を
担
う
の
か
と
い
う
、
価
値
の
内
実
が
吟
味
さ

れ
、
問
い
返
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
市
民
ヽ
に
対
し
、
博
物
館
主
体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

吟
味
さ
れ
、
深
く
検
討
さ
れ
た
メ
ク
セ
ー
ジ
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
活
動
内
容
の
質

が
問
わ
れ
て
き
て
い

る
の
が
、
現
代
の
博

物
館
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
活
動
内
容
の

質
は
、
博
物
館
関
係

者
だ
け
で
な
く
、
意

識
的
な
市
民
自
身
に

よ
っ
て
も
、
比
較
検

討
さ
れ
る
ま
で
に
広

が
り
、
か
つ
深
ま
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ

は
博
物
館
の
大
衆
化

が
生
み
だ
し
た
大
き

な
成
長
で
あ
り
、
発

展
で
あ
る
と
い
え
よ

ニ
ー
第
三
世
代
の
博
物
館
像

　
六
〇
年
代
末
以
降
の
、
博
物
館
数
、
入
館
者
数
の
急

激
な
増
加
、
そ
し
て
博
物
館
自
体
の
相
対
化
の
進
行
と

い
う
二
〇
年
程
の
変
化
は
、
戦
後
の
博
物
館
の
、
構
造

的
変
容
と
も
い
う
べ
き
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
博
物
館
に
お
け
る
活
動
内
容
の
質
に
つ
い
て
も
、
表

－
７
。
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
、
国
宝
や
天
然
記
念
物
と

い
う
資
料
の
稀
少
性
と
、
そ
の
管
理
を
中
心
と
し
た
活

動
と
は
異
な
る
、
新
し
い
博
物
館
像
が
模
索
さ
れ
て
お

り
、
座
標
軸
が
変
わ
っ
七
き
た
の
で
あ
る
。

０
－
博
物
館
の
三
つ
の
世
代

　
こ
れ
は
竹
内
順
一
「
第
三
世
代
の
博
物
館
」
（
瀧
崎
安
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之
助
記
念
館
『
冬
晴

春
華
論
叢
』
第
三
号

一
九
八
五
年
）
の
問

題
提
起
に
も
と
づ
い

て
、
博
物
館
の
主
要

な
機
能
と
、
い
く
つ

か
の
事
業
形
態
を
項

目
毎
に
整
理
し
、
世

代
間
の
違
い
を
対
比

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
世
代
と
は
、

国
宝
や
天
然
記
念
物

な
ど
、
稀
少
価
値
を

も
つ
資
料
（
宝
物
）

を
中
心
に
、
そ
の
保

存
を
運
営
の
軸
と
す

る
古
典
的
博
物
館
で

あ
る
。
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
母
体
と
し

た
○
○
文
庫
、
収
集
資
料
の
保
存
を
目
的
と
し
た
歴
史

民
俗
資
料
館
、
個
人
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
○
○
記
念

館
な
ど
が
こ
の
世
代
の
典
型
で
あ
る
。
第
一
世
代
は
、

観
光
や
娯
楽
と
い
う
非
日
常
的
利
用
の
場
で
あ
り
、
多

く
は
観
光
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
日
々
の
生
活
と
は

別
の
世
界
を
提
示
す
る
こ
と
に
意
味
を
も
ち
、
人
々
も

そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。
特
別
の
機
会
に
観
覧
す
る
博

物
館
で
あ
り
、
展
示
以
外
の
活
動
を
す
る
必
要
も
生
ま

れ
な
い
。

　
第
二
世
代
と
は
、
資
料
の
価
値
が
多
様
化
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
資
料
の
公
開
を
運
営
の
軸
と
す
る
現
在
の

多
く
の
博
物
館
で
あ
る
。
県
立
博
物
館
、
中
規
模
の
市

立
博
物
館
が
こ
の
世
代
の
典
型
で
あ
り
。
ど
こ
の
館
で

も
常
設
展
示
の
特
色
と
、
特
別
展
示
の
開
催
に
腐
心
し

て
い
る
。
学
芸
員
と
い
う
専
門
的
職
員
が
登
場
す
る
の

も
第
二
世
代
か
ら
で
あ
り
、
物
の
〈
調
査
‘
研
究
▽
、

物
の
〈
収
集
・
保
管
▽
、
物
の
Λ
公
開
・
教
育
▽
と
い

う
、
博
物
館
固
有
の
機
能
に
即
し
た
活
動
も
展
開
さ
れ

て
く
る
。
第
二
世
代
は
、
知
的
好
奇
心
・
探
求
心
を
満

た
す
た
め
の
［
過
性
の
見
学
施
設
で
あ
り
、
多
く
は

市
街
地
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
、
特
別
展
示
以
外
は
あ
ま

表― 7　第三世代の博物館像
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り
訪
れ
な
い
。
展
示
以
外
に
、
一
過
性
の
教
育
事
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
提
供
し
、
要
求
に
応
え
る
こ

と
に
意
味
を
も
ち
、
人
々
も
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。

　
第
三
世
代
と
は
、
社
会
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
、
必

要
な
資
料
を
発
見
し
、
あ
る
い
ぽ
っ
く
り
あ
げ
て
い
く

も
の
で
、
市
民
の
参
加
・
体
験
を
運
営
の
軸
と
す
る
将

来
の
博
物
館
で
あ
る
。
第
三
世
代
と
は
期
待
概
念
で
あ

り
、
典
型
と
な
る
博
物
館
は
ま
だ
な
い
。
し
か
し
、
部

分
的
に
は
、
①
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
、
横
須
賀
市

博
物
館
、
川
崎
市
青
少
年
科
学
館
そ
の
他
の
館
で
実
施

さ
れ
て
い
る
、
市
民
参
加
の
地
域
共
同
調
査
・
共
同
研

究
、
②
宮
城
県
美
術
館
、
い
わ
き
市
美
術
館
な
ど
の
フ

ー
タ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み
、
③
平
塚
市
博
物
館
の
、
活

動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
明
記
し
た
条
例
づ
く
り
、
そ
の
他
、

紀
要
の
市
民
へ
の
開
放
な
ど
、
各
地
で
新
し
い
試
み
が

蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
第
三
世
代
は
、
参
加
し
体
験

す
る
と
い
う
継
続
的
な
活
用
を
と
お
し
て
、
知
的
探
求

心
を
育
く
ん
で
い
く
（
要
求
を
育
く
む
）
こ
と
を
め
ざ

す
施
設
で
あ
り
、
日
常
的
利
用
が
可
能
な
場
所
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
日
常
生
活
を
対
象
化

し
、
地
域
に
、
ま
た
社
会
に
内
包
す
る
新
し
い
価
値
を

発
見
し
、
課
題
を
提
起
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
日

々
の
生
活
へ
の
新
た
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
起
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
世
代
は
図
書
館
の
利
用
ス

タ
イ
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
す
で
に
関
心
を
も
っ
て
い
る

人
々
の
要
求
に
応
え
る
と
い
う
こ
と
を
軸
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
三
世
代
は
、
関
心
の
薄
い
人
々

を
こ
そ
対
象
に
、
そ
の
自
己
学
習
能
力
を
育
く
む
（
要

求
を
育
く
む
）
と
い
う
こ
と
を
軸
と
す
る
と
こ
ろ
に
意

味
が
あ
り
、
ま
た
人
々
も
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。

＠
―
利
用
形
態
の
変
化

　
以
上
の
よ
う
に
、
博
物
館
の
三
つ
の
世
代
は
、
人
々

の
重
層
的
な
利
用
形
態
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
博
物
館
を
総
体
と
し
て
み
れ
ば
、
六
〇
年
代

末
以
降
、
保
存
を
軸
と
し
た
第
一
世
代
か
ら
、
公
開
を

軸
と
し
た
第
二
世
代
へ
の
脱
皮
が
図
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
干
不
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
博
物
館
に
対
す
る
人

々
の
多
様
な
期
待
と
い
う
社
会
的
な
要
請
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
そ
の
社
会
的
要
請
を
受
け
と
め
る
だ
け
の
、

中
小
博
物
館
に
お
け
る
学
芸
活
動
の
蓄
積
が
あ
り
、
両

者
が
結
び
っ
い
て
第
二
世
代
の
実
質
的
な
形
成
が
な
さ

れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
・
【

　
第
一
世
代
を
否
定
す
る
論
理
と
し
て
の
”
公
開
”
と

い
う
次
元
は
、
ま
た
無
限
の
機
会
提
供
機
能
で
あ
り
、

一
過
性
の
利
用
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
第
二
世
代
は
、
同
時
に
、
第
三
世
代
の
。
″
参
加
・

体
験
”
と
い
う
次
元
か
ら
否
定
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い

う
間
隙
に
位
置
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
現
在
、
第
二
世
代
か
ら
第
三
世
代
へ
の
転
換

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、
一
過
性
の
利
用
か
ら
継

続
的
活
用
へ
と
い
う
利
用
形
態
の
変
化
で
あ
る
。

　
博
物
館
利
用
の
拡
大
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
形
態
の

質
的
変
化
が
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
市
民
自
身
の
、
多
彩
な
学
習
活
動
の

広
が
り
で
あ
る
。
学
習
の
個
人
主
義
化
、
高
度
化
、
多

様
化
の
な
か
で
、
市
民
自
身
が
継
続
的
な
学
習
の
場
と

し
て
の
、
博
物
館
の
整
備
を
要
請
し
て
き
て
い
る
。

＠
―
市
民
の
学
習
活
動
の
二
つ
の
方
向

　
一
過
性
の
利
用
か
ら
継
続
的
活
用
へ
と
い
う
、
市
民

の
博
物
館
利
用
の
新
し
い
形
態
が
育
っ
て
き
て
い
る
。

写真―1　宮城県美術館の創作室（志潭政勝撮影）－さまざまな
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現
実
に
は
、
博
物
館
側
の
継
続
的
活
用
に
応
え
る
体
制

が
未
整
備
の
た
め
、
三
億
人
の
入
館
者
の
圧
倒
的
多
数

は
一
過
性
の
利
用
で
あ
る
。
し
か
し
集
会
室
や
各
種
教

育
事
業
な
ど
、
継
続
的
な
活
用
の
条
件
や
場
の
整
備
に

努
力
し
て
い
る
館
で
は
、
新
し
い
利
用
形
態
が
確
実
に

育
っ
て
い
る
。

　
そ
の
際
、
市
民
の
学
習
活
動
に
は
、
大
き
く
二
つ
の

方
向
が
み
ら
れ
る
。

　
一
方
で
は
、
ど
こ
で
も
通
用
す
る
一
般
的
、
普
通
的

な
知
識
・
教
養
を
要
請
す
る
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
、
種
類
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
の
量
を
要
請
す
る
な
ら
ば
、
博
物
館
の
対

応
は
、
た
と
え
継
続
的
な
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
た
と
し
て

も
、
第
二
世
代
の
″
公
開
″
と
い
う
、
啓
蒙
的
な
機
会

提
供
機
能
の
徹
底
化
の
方
針
と
な
っ
て
い
く
。

　
他
方
で
は
、
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
を
み
な
お
し
、

あ
る
い
は
日
常
生
活
に
お
け
る
新
し
い
課
題
の
発
見
を

要
請
す
る
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
自
己
学
習
能
力
の
育

成
と
い
う
、
知
識
の
質
を
要
請
す
る
な
ら
ば
、
博
物
館

の
対
応
は
、
一
方
的
な
機
会
の
提
供
の
み
で
は
不
可
能

で
あ
り
、
第
三
世
代
の
″
参
加
・
体
験
″
と
い
う
、
継

続
的
で
主
体
的
な
参
加
を
求
め
る
新
し
い
方
針
と
な
っ

て
い
く
。

　
両
者
の
学
習
の
方
向
は
固
定
的
な
も
の
で
眸
な
い

が
、
後
に
述
べ
る
″
消
費
社
会
″
と
い
う
受
け
身
の
学

習
が
強
い
ら
れ
て
い
る
社
会
の
な
か
で
、
博
物
館
の
対

社
会
的
役
割
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い
う
、
重
要
な
選
択

肢
で
も
あ
る
。

④
｜
プ
ロ
セ
ス
に
価
値
を
お
く
教
育
観

　
第
三
世
代
の
。
参
加
・
体
験
″
と
い
う
こ
と
は
、
目

標
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
、
固
定
し
た
ひ
と
つ
の
結
論
を
求
め

な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
ボ
ス
ト
ン
こ
ど
も
博
物
館
は
、

　
I
h
e
a
ra
n
dI
f
o
r
g
e
t
（
聞
い
て
忘
れ
る
）

　
I
s
e
e
a
n
d
I
r
e
m
e
m
b
e
r
（
見
て
お
ぼ
え
る
）

　
I
d
o
a
n
dI
u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
行
な
っ
て
理
解
す

　
る
）

　
こ
れ
を
館
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
知

識
の
量
で
は
な
く
、
体
験
に
よ
る
理
解
の
質
こ
そ
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
教
育
観
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル
や

社
会
科
の
授
業
を
創
る
会
な
ど
の
、
体
験
学
習
を
と
り

入
れ
た
新
し
い
試
み
が
育
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

第
三
世
代
の
”
参
加
・
体
験
”
と
い
う
こ
と
は
、
学
習

方
法
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
基
本
的
な
教
育

観
の
違
い
を
含
ん
で
い
る
。

　
学
校
教
育
は
、
各
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
教
育
目
標

↓
学
年
目
標
↓
学
級
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
し
て
各
教

科
毎
の
単
元
が
、
合
理
的
か
つ
綿
密
に
計
画
さ
れ
て
お

り
、
壮
大
な
知
識
教
授
の
体
系
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
教
育
方
法
は
、
系
統
性
を
重
視
七
、
集
団
的
形
態

で
、
目
標
に
い
た
る
最
短
距
離
を
図
る
こ
と
を
信
条
と

し
て
い
る
。
教
材
は
そ
の
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。

　
確
か
に
、
小
・
中
学
生
一
、
七
二
九
万
人
（
昭
和
五

十
九
年
度
）
を
、
限
ら
れ
た
期
間
内
に
。
主
権
者
と
し

て
の
国
民
に
ふ
さ
わ
し
い
、
資
質
と
能
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
に
は
、
効
率
的
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い

現
実
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
学
校
教
育
の
な
か
で
つ
ち
か
わ

れ
て
き
た
教
育
観
や
教
育
方
法
が
、
教
育
の
す
べ
て
で

は
な
い
。
前
提
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
博
物
館
の
教
育

図一1　学校と博物館の教育方法の違い
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方
法
を
、
学
校
教
育
と
の
比
較
で
み
れ
ば
、
図
１
１
の

よ
う
に
な
る
。

　
博
物
館
は
、
人
間
の
発
達
段
階
で
は
な
く
、
個
々
の

人
々
の
好
奇
心
（
知
的
探
求
心
）
を
軸
と
し
て
お
り
、

経
験
主
義
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。
博
物
館
の
な
か
で

も
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
教
育
は
学
校
教
育
に
類
似
し

た
性
格
を
も
つ
が
、
博
物
館
の
教
育
方
法
は
、
非
系
統

的
で
あ
り
、
非
集
団
的
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
、
ひ
と

つ
の
目
標
へ
の
到
達
度
に
価
値
を
お
か
な
い
と
い
う
こ

と
を
信
条
と
し
て
い
苓
。

　
博
物
館
の
学
習
は
、
そ
し
て
自
己
学
習
能
力
と
い
う

も
の
は
、
学
習
者
が
そ
の
現
場
に
身
を
さ
ら
し
、
参
加

し
体
験
す
る
な
か
で
深
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
主
体
的
な
参
加
の
機
会
が
可
能

と
な
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
博

物
館
に
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

＠
－
中
小
の
博
物
館
こ
そ
第
三
世
代
化
の
舞
台

　
戦
後
の
博
物
館
を
時
系
列
で
み
れ
ば
、
第
一
世
代
か

ら
第
二
世
代
へ
、
そ
し
て
現
在
は
、
収
集
基
準
や
展
示

法
な
ど
の
各
機
能
毎
に
、
第
二
世
代
と
第
三
世
代
の
相

克
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
。
参
加
・
体
験
”
を
運
営
の
軸
と
す
る
第
三
世
代
化

の
実
現
は
、
学
芸
員
の
体
制
、
施
設
・
設
備
の
条
件
が

整
っ
た
、
県
立
レ
ベ
ル
の
大
型
館
が
有
利
に
み
え
る
。

し
か
し
第
三
世
代
化
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
市
民
の

主
体
的
な
″
参
加
・
体
験
″
に
よ
る
、
自
己
学
習
能
力

の
育
成
で
あ
り
、
市
民
と
博
物
館
が
協
同
し
て
新
し
い

価
値
を
発
見
し
、
ま
た
つ
く
り
だ
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、

そ
の
本
質
が
あ
る
。

　
そ
の
点
か
ら
、
市
民
の
日
常
的
な
活
用
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
市
民
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
能
な
、
地

域
の
中
小
の
博
物
館
こ
そ
が
、
第
三
世
代
化
の
舞
台
に

ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
場
合
、
博
物
館
と
し
て
自
立
し
た

運
営
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
、
学
芸
活
動
の
蓄
積
が
可

能
な
登
録
博
物
館
（
博
物
館
法
に
も
ど
づ
く
博
物
館
）

で
あ
る
こ
と
は
最
低
の
条
件
で
あ
る
。
困
難
な
条
件
下

に
あ
っ
て
も
、
学
芸
活
動
の
保
障
さ
れ
た
館
で
は
、
幾

多
の
試
み
と
、
そ
の
蓄
積
が
は
じ
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
一
世
代
、
第
二
世
代
、
そ
し
て
第
三

世
代
と
、
人
々
の
期
待
す
る
も
の
は
異
な
っ
て
い
る
。

日
々
の
生
活
が
息
苦
し
い
と
き
、
人
々
は
そ
の
圧
迫
感

か
ら
し
ば
し
解
放
さ
れ
た
世
界
を
必
要
と
す
る
。
不
滅

の
文
化
遺
産
を
目
前
に
し
て
、
静
か
に
憩
い
、
疲
れ
を

い
や
す
空
間
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
た
だ
静
か
に

資
料
が
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
ん
な
人
々
の
思
い
を
も
飲
み

こ
み
な
が
ら
、
第
三
世
代
化
の
潮
流
は
静
か
に
流
れ
て

い
く
。

三
―
地
域
博
物
館
論

″
第
三
世
代
の
博
物
館
像
″
と
は
、
活
動
内
容
の
質

的
変
化
を
、
時
系
列
で
み
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
博

物
館
の
方
向
性
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
条
件
を
提
示

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
地
域
博
物
館
論
と
い
う
の
は
、
博
物

館
を
並
行
軸
で
、
目
的
の
相
違
に
よ
っ
て
区
分
す
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
博
物
館
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的

価
値
の
実
現
を
め
ざ
ナ
の
か
と
い
う
、
目
的
の
相
違
を

軸
と
し
て
、
地
域
志
向
型
、
中
央
志
向
型
、
観
光
志
向

型
と
、
大
き
く
三
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
あ

り
方
を
示
そ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
拙
稿
「
地
域

博
物
館
論
」
前
掲
『
現
代
社
会
教
育
の
課
題
と
展
望
』

所
収
）
。

０
－
緊
張
し
た
博
物
館
観

　
″
地
域
博
物
館
″
と
い
う
用
語
は
、
現
在
ひ
と
つ
の

流
行
と
な
っ
て
い
る
。
目
的
意
識
の
曖
昧
な
館
や
、
観

光
目
的
の
館
ま
で
が
「
地
域
の
資
料
を
中
心
と
し
て
い

る
か
ら
地
域
博
物
館
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
大
型

の
県
立
博
物
館
ま
で
が
「
県
内
地
域
を
サ
ー
ビ
ス
ー
エ

リ
ア
と
し
て
い
る
か
ら
地
域
博
物
館
」
と
い
う
位
置
づ

け
方
を
し
て
お
り
、
用
語
と
し
て
も
混
乱
し
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
半
ば
に
登
場
し
た
、
地
域
博
物
館
と
い
う

主
張
は
、
博
物
館
が
相
互
に
相
対
化
さ
れ
て
き
た
新
し

い
時
代
を
象
徴
し
て
い
る
。
地
域
博
物
館
と
い
う
概
念

は
、
た
ん
な
る
大
形
館
へ
の
対
抗
を
意
味
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
博
物
館
の
総
体
を
対
象
化
し
、
そ
れ
を
目
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的
の
相
違
に
よ
っ
て
、
地
域
志
向
型
、
中
央
志
向
型
、

観
光
志
向
型
と
相
対
化
し
、
し
か
も
相
互
の
対
立
的
契

機
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
固
有
の
博
物
館
観
と

し
て
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
、
博
物
館
の
目
的
は
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い

う
、
素
朴
な
一
体
観
は
す
で
に
な
い
。
地
域
博
物
館
を

主
張
す
る
こ
と
自
体
が
、
そ
の
内
部
に
中
央
志
向
型
、

観
光
志
向
型
へ
の
対
立
的
契
機
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

自
ら
の
主
張
が
、
同
時
に
自
己
へ
の
批
判
を
内
在
さ
せ

る
と
い
う
、
緊
張
し
た
博
物
館
観
の
成
立
で
あ
る
。

＠
－
博
物
館
の
三
つ
の
型

　
博
物
館
は
、
設
置
者
、
ま
た
扱
う
資
料
の
種
類
な
ど

に
お
い
て
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
博
物
館

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
主
張
す
る
と
い
う
、
多
義
性
を
も

っ
て
い
る
。

　
博
物
館
の
生
命
と
も
い
う
べ
き
個
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
価
値
の
実
現
を

め
ざ
す
の
か
と
い
う
、
い
く
っ
か
共
通
す
る
目
的
を
み

い
だ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
博
物
館
を
目
的
の
相
違

に
よ
っ
て
分
け
て
み
る
と
、
表
１
８
の
よ
う
に
整
理
で

き
る
。
①
地
域
志
向
型
、
②
中
央
志
向
型
、
③
観
光
志

向
型
と
い
う
よ
う
に
、
博
物
館
と
し
て
の
共
通
し
た
機

能
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
の
対
社
会

的
価
値
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
各
目
的
の
相
違
に
し
た
が
い
、
調
査
・
研
究
の
軸
、

教
育
内
容
編
成
の
軸
、
教
育
方
法
の
軸
も
当
然
異
な
っ

て
く
る
。
さ
ら
に
収
集
方
針
や
資
料
登
録
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
諸
機
能
に
お
い
て
も
、
そ
の
軸
は
異
な
っ
て
く
る
。

　
現
実
の
博
物
館
に
お
い
て
は
、
①
学
芸
職
員
の
考
え

が
反
映
さ
れ
や
す
い
、
教
育
事
業
の
内
容
は
地
域
志
向

型
、
②
設
置
者
の
考
え
が
反
映
さ
れ
が
ち
な
、
展
示
の

内
容
は
中
央
志
向
型
、
③
し
か
し
実
際
の
入
館
者
の
意

識
は
観
光
志
向
型
と
い
う
よ
う
に
、
三
つ
の
型
が
混
在

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
目
的
の
異
な
る
も
の
が
同
居

し
て
い
る
た
め
、
博
物
館
の
性
格
が
曖
昧
と
な
り
、
基

図一2　地域博物館の三本柱

表－8　博物館の三つの型
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本
方
針
を
定
め
に
く
く
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
地
域
博
物
館
と
い
う
概
念
は
、
関
係
者
の
間
で
も
誤

解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
サ
ー
ビ
ス
ー
エ
リ
ア
と
し
て

の
特
定
範
囲
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

図
１
２
の
よ
う
に
、
三
本
の
要
素
が
均
衡
を
保
っ
て
成

立
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
人

々
の
生
活
の
場
と
し
て
の
地
理
上
の
範
囲
（
広
が
り
）

を
前
提
に
、
②
資
料
の
価
値
に
関
す
る
専
門
領
域
相
互

の
関
係
性
（
深
ま
り
）
、
そ
し
て
③
各
種
活
動
に
お
け
る

市
民
相
互
の
関
係
性
（
高
ま
り
）
を
組
織
化
（
編
成
）

し
て
い
く
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
地
理
上
の
特
定
範
囲
を
も
ち
、
市
民
と

と
も
に
、
各
種
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
し
て
九

特
定
の
専
門
領
域
に
の
み
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
館

は
、
限
界
を
も
っ
て
い
る
。
逆
に
、
地
理
上
の
特
定
範

囲
を
も
ち
、
資
料
に
つ
い
て
、
各
専
門
領
域
相
互
の
関

係
性
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
市
民
を
一
方
的

な
啓
蒙
対
象
と
し
て
の
み
考
え
て
い
る
館
は
、
地
域
博

物
館
と
は
い
わ
な
い
。

＠
－
地
域
博
物
館
二
つ
の
主
張

　
地
域
博
物
館
い
う
概
念
は
、
博
物
館
主
体
の
課
題
意

識
を
軸
と
し
て
お
り
、
そ
の
本
質
は
、
旧
来
の
博
物
館

の
あ
り
方
に
対
し
て
攻
撃
性
を
も
つ
、
過
激
な
博
物
館

観
で
あ
る
。

　
か
つ
て
の
博
物
館
が
、
理
想
と
し
、
モ
デ
ル
と
し
て

き
た
の
は
、
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
科
学
博
物
館
と

い
う
大
形
の
中
央
志
向
型
博
物
館
で
あ
っ
た
。
小
規
模

館
は
、
そ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
観
念
さ
れ
、
規
模
が
大
き

く
、
国
宝
や
優
れ
た
資
料
を
数
多
く
所
蔵
し
、
職
員
も

多
く
、
予
算
の
多
い
館
が
良
い
博
物
館
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
「
科
学
的
知
識
の
普
及
」
、
「
優
れ
た
作
品
の
普

及
」
が
課
題
で
あ
り
、
博
物
館
主
体
の
課
題
意
識
は
稀

薄
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
地
域
博
物
館
は
、
か
つ
て
の
博
物
館
が
モ
デ
ル
と
し

て
き
た
、
中
央
志
向
型
博
物
館
の
あ
ぴ
方
に
対
し
て
、

大
き
く
二
つ
の
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
第
一
に
、
資
料
の
価
値
づ
け
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

普
遍
的
な
科
学
的
成
果
（
法
則
、
法
則
性
）
を
、
地
域

に
適
用
す
る
と
い
う
方
法
に
対
し
て
、
そ
の
方
法
的
逆

転
を
主
張
す
る
。
資
料
の
地
域
的
特
徴
と
い
う
の
は
、

そ
の
専
門
分
野
に
お
け
る
普
遍
的
な
法
則
、
法
則
性
が

確
定
し
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
軸
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
各
個
別
専
門
領
域
に

お
け
る
普
遍
性
で
あ
る
。

　
地
域
博
物
館
は
、
こ
う
し
た
各
専
門
領
域
毎
の
科
学

的
成
果
を
否
定
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
成
果
を
地
域
に

適
用
し
、
総
和
す
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
地
域
課
題

を
軸
と
し
た
迫
り
方
、
そ
の
総
合
性
の
な
か
に
、
新
し

い
価
値
を
発
見
し
て
い
く
と
い
う
方
法
的
逆
転
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
各
専
門
領
域
毎
に
個
別
細
分
化
さ
れ
、

抽
象
化
さ
れ
る
過
程
で
捨
象
さ
れ
る
、
規
定
性
や
媒
介

性
と
い
う
、
相
互
の
関
係
性
に
価
値
を
み
い
だ
し
て
い

く
観
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
科
学
の
領
域
と

人
文
・
社
会
科
学
の
領
域
の
、
地
域
課
題
に
即
し
た
総

合
化
は
、
地
域
博
物
館
の
条
件
と
す
ら
な
っ
て
き
て
い

る
。

　
第
二
に
、
博
物
館
と
市
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ

る
。
市
民
を
利
用
者
と
し
て
客
体
化
し
、
そ
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
「
科
学
知
識
を
普
及
す
る
」
啓
蒙
対
象
と
す

る
方
法
に
対
し
て
、
そ
の
方
法
的
逆
転
を
主
張
す
る
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
博
物
館
が
代
行
し
、
知

識
体
系
と
し
て
完
成
さ
れ
た
成
果
を
、
享
受
者
た
る
市

民
に
普
及
す
る
の
で
は
な
い
。

　
地
域
の
課
題
は
、
市
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
地
域
博
物
館
の
役
割
は
、

こ
う
し
た
市
民
自
治
の
原
則
を
、
博
物
館
の
領
域
に
お

い
て
、
そ
し
て
博
物
館
の
機
能
を
通
し
て
育
く
み
、
支

え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
に
生
活
す
る
人
々
の
、
知
恵
と
協
力
が
な
け

れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
地
域
博
物
館
は
、
そ
う
し
た
、

地
域
に
生
活
す
る
市
民
自
身
の
自
己
学
習
能
力
を
刺
激

し
、
育
く
み
、
自
分
で
自
分
の
学
習
を
発
展
さ
せ
て
い

く
力
量
（
自
己
教
育
力
）
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
い
る
。

　
地
域
の
課
題
に
、
博
物
館
の
機
能
を
通
し
て
、
市
民

と
と
も
に
応
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
地
域
博
物
館
で

あ
る
。
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ｅ
－
知
識
者
養
成
と
生
活
者
育
成

　
地
域
博
物
館
が
、
市
民
の
自
己
教
育
力
の
形
成
を
図

る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に
生
活
す
る
市
民
に
必
要
な

力
量
と
は
何
か
と
い
う
、
基
本
と
な
る
教
育
観
の
問
題

に
つ
き
あ
た
る
。

　
近
代
の
教
育
を
、
海
後
宗
臣
の
視
点
に
も
と
づ
い
て

整
理
し
て
み
る
と
、
表
－
９
の
よ
う
に
、
大
き
く
知
識

者
養
成
型
、
生
活
者
育
成
型
と
い
う
、
二
つ
の
考
え
方

に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
は
、
知
識
者
養
成
を
基
本
と
す
る
教
育
観
で
あ

る
。
「
ど
こ
で
も
通
用
す
る
知
識
」
を
も
と
に
、
「
な

ん
に
で
も
な
り
え
る
資
質
を
も
っ
た
人
間
」
の
養
成
を

目
標
と
し
た
教
育
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
の
国
民
教

育
に
お
い
て
目
標
と
さ
れ
て
き
た
人
間
像
で
あ
り
、
学

校
教
育
と
い
う
制
度
を
と
お
し
て
、
強
固
な
ま
で
に
定

着
し
、
人
々
の
。
教
育
”
と
い
う
観
念
を
呪
縛
し
て
い

る
。

　
第
二
は
、
生
活
者
の
育
成
を
基
本
と
す
る
教
育
観
で

あ
る
。
こ
れ
は
″
教
育
″
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
な
い

が
フ
「
一
人
前
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
の

間
で
営
々
と
し
て
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
、
人
間
育
成
の

技
で
あ
る
。
自
ら
の
表
現
に
よ
っ
て
生
活
を
築
い
て
い

く
、
「
生
活
を
自
ら
き
り
開
く
こ
と
の
で
き
ち
資
質

を
も
っ
た
人
間
」
の
育
成
を
目
標
と
し
た
教
育
観
で
あ

る
。
そ
れ
は
柳
田
國
男
（
長
浜
功
編
集
解
説
『
柳
田
國

男
教
育
論
集
』
新
泉
社
一
九
八
三
年
）
や
宮
本
常
一

（
同
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
岩
波
文
庫
一
九
八
四
年
）

が
″
常
民
″
の
概
念
に
よ
っ
て
、
吉
本
隆
明
が
″
生
活

者
″
の
表
現
に
よ
っ
て
描
い
た
世
界
で
あ
る
。
人
間
育

成
の
た
め
、
生
活
の
現
実
と
教
育
の
一
体
化
に
、
教
育

的
価
値
を
み
い
だ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
基
本
と
な
る
教
育
観
の
違
い
は
、
当
然
、
教
育

内
容
、
教
育
方
法
に
お
い
て
も
異
な
っ
た
軸
と
な
っ
て

現
わ
れ
る
。

　
第
一
に
、
知
識
者
養
成
型
に
要
請
さ
れ
る
教
育
内
容

は
、
ど
こ
で
も
通
用
し
う
る
知
識
の
量
で
あ
り
、
教
育

内
容
の
一
般
性
と
普
遍
性
で
あ
る
。
組
織
さ
れ
た
知
識

や
技
術
の
諸
体
系
が
、
教
科
目
や
教
科
書
の
よ
う
に
均

等
に
編
成
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
同
一
の
も
の
を
、
共

通
に
授
け
ら
れ
る
と
い
う
内
容
編
成
で
あ
る
。
教
育
方

法
に
お
い
て
も
、
知
識
の
習
得
を
主
と
す
る
、
内
容
的

側
面
を
軸
と
し
た
方
法
（
実
質
陶
冶
）
で
あ
り
、
合
理

的
で
一
貫
し
た
知
識
教
授
の
体
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

現
実
の
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
た
生
活
現
場
か
ら
の
距
離

を
も
つ
こ
と
を
必
要
と
し
、
静
か
な
個
人
的
蓄
積
を
特

質
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
　
　
　
｀

＼
第
二
に
、
生
活
者
育
成
型
に
要
請
さ
れ
る
教
育
内
容

は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
の
実
体
で
あ
り
、
教
育
内
容

の
具
体
性
と
地
域
性
で
あ
る
。
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
に
お
け
る
教
育
的
課
題
を
発
見
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
生
活
現
実
に
入
り
こ
み
、
学
習
を
展
開
さ

せ
て
い
く
と
い
う
、
地
域
と
教
育
内
容
の
結
び
っ
き
を

軸
と
し
た
内
容
編
成
で
あ
る
。
教
育
方
法
に
お
い
て
も
、

対
象
に
働
き
か
け
る
能
力
の
育
成
を
主
と
す
る
、
自
己

学
習
能
力
の
側
面
を
軸
と
し
た
方
法
（
形
式
陶
冶
）
で

あ
り
、
も
の
を
考
え
、
組
み
た
て
、
表
現
す
る
と
い
う

技
術
的
領
域
の
重
視
で
あ
る
。
媒
介
と
な
る
学
習
内
容

の
性
格
を
、
学
習
者
が
自
ら
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
能

表－９　教育における二つの型
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力
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活
の
現
実
に
深
く

入
り
こ
ん
で
い
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
動
的
な
協
同

作
業
の
な
か
で
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
て
い
く
こ
と
を

物
質
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
、
″
地
域
の
教
育
力
″
と
い
う
こ
と
も
、
教
育

内
容
と
し
て
編
成
さ
れ
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
無
力

で
あ
る
。
地
域
の
現
実
を
追
認
し
て
い
く
だ
け
で
は
教

育
内
容
と
は
な
ら
な
い
。
「
困
難
な
の
は
、
直
接
の
関
係

性
が
見
え
な
い
科
学
的
法
則
な
ど
も
含
め
て
、
生
活
の

現
実
の
な
か
が
ら
教
育
内
容
を
編
成
し
、
構
造
化
し
て

い
く
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
が
専
門
的
職
員
の
力
量
で
あ

り
、
そ
の
経
験
の
蓄
積
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
教
育
観
の
相
違
を
、
先
に
述
べ
た
、

博
物
館
の
三
つ
の
型
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
（
観
光

志
向
型
博
物
館
を
除
き
）
、
地
域
志
向
型
博
物
館
は
生

活
者
育
成
型
の
教
育
観
に
対
応
し
、
逆
に
中
央
志
向
型

博
物
館
は
知
識
者
養
成
型
の
教
育
観
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

＠
－
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
復
権

　
以
上
の
よ
う
な
、
地
域
博
物
館
の
主
張
は
、
近
代
の

合
理
主
義
的
な
思
惟
様
式
と
い
う
も
の
へ
の
批
判
を
内

在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
専
門
的
研
究
と
い
う
も
の
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
教
育
と
い
う
も
の
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
新
し
い
、
そ
し
て
困
難
な
問
題
を
提
出
し

て
い
る
。

　
そ
の
展
開
へ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
″
コ
ン
テ

ク
ス
ト
″
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は

　
「
或
る
一
つ
の
単
位
が
、
そ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
従

　
っ
て
そ
の
意
味
や
働
き
を
様
々
に
変
え
る
こ
と
。
そ
の

　
と
き
″
状
況
″
が
そ
の
単
位
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響

　
力
」
　
（
長
谷
川
三
千
子
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
喪
失
」
玉

　
野
井
芳
郎
監
修
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
文
字
・
身
体
』
新
評

　
社
一
九
八
六
年
）
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
「
何
者
も

　
そ
れ
自
体
で
は
自
ら
を
決
定
し
、
規
定
す
る
こ
と
が
で

　
き
ぬ
、
自
ら
の
置
か
れ
た
場
と
状
況
と
他
者
達
と
の
か

　
か
わ
り
の
中
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
自
ら
が
ハ
ッ
キ
リ

　
と
し
た
規
定
を
も
っ
た
も
の
に
な
る
」
　
（
同
上
）
と
い

　
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
主
体
と
客
体
を
明
確
に
峻
別
し
、
対
象
を
個
別
細
分

化
し
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
徹
底
的
に
排
除
し
た
、
一
つ

の
設
問
に
一
つ
の
回
答
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
近
代
合

理
主
義
の
思
惟
様
式
で
あ
る
。
こ
の
近
代
合
理
主
義
を

体
現
し
て
い
る
の
が
、
中
央
志
向
型
博
物
館
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
地
域
博
物
館
が
、
。
地
域
″
と
い
う

軸
を
基
本
に
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
。
場
”
と
い

う
も
の
の
も
つ
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
意
味
を
問
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
現
実
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸

関
係
に
規
定
さ
れ
、
媒
介
さ
れ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
、

実
体
的
な
人
間
と
物
（
資
料
）
の
関
係
を
、
改
め
て
問

い
直
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
か
つ
て
理
想
と
さ
れ
て
き
た
「
近
代
的
個
人
の
自
覚
」

と
は
、
実
は
「
徹
底
的
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
拒
否
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
人
間
像
」
で
あ
っ
た
。

人
々
を
こ
の
″
個
人
″
と
し
て
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
現
実
を
背
景
と
し
て
い
る
、
生
き
た
″
生
活
者
″
と

し
て
み
る
の
が
、
地
域
博
物
館
で
あ
る
。

　
地
域
博
物
館
は
、
博
物
館
の
も
つ
機
能
を
通
し
て
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
復
権
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
地
域
博
物
館
論
と
い
う
考
え
方
は
、
Ｊ
ポ
ス
ト
ー

モ
ダ
ン
″
め
潮
流
の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
－
消
費
社
会
の
博
物
館

　
六
〇
年
代
末
以
降
、
二
〇
年
間
に
お
け
る
博
物
館
の

急
激
な
変
容
は
、
博
物
館
内
部
の
理
由
か
ら
説
明
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
余
暇
の
増
大
、
高
学
歴
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
は
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
は
、
。
消

費
社
会
″
と
い
う
新
し
い
社
会
の
ス
タ
イ
ル
、
人
々
の

意
識
変
化
の
反
映
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
現
代
社
会
を
構
成
し
て
い
る
個
々
人
は
、
自
己
存
在

へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
は
経

済
的
不
安
、
老
後
へ
の
不
安
と
い
う
直
接
的
な
も
の
で

は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
「
近
代
的
個
人
」
と
し

て
の
自
立
を
急
速
に
進
め
な
が
ら
、
し
か
し
同
時
に
、

そ
れ
は
「
家
族
の
解
体
」
に
代
表
さ
れ
る
、
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
喪
失
を
意
識
さ
せ
る
と
い
う
、
孤
立
と
個
別
化
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